
広
報
よ
も
ぎ
た

蓬
田
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

蓬
田
村
消
防
団
出
初
め
式

２
月
４
日
（
日
）
、
蓬
田
村
消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

朝
７
時
3
0分
の
サ
イ
レ
ン
で
農
協
米
倉
庫
前
に
集
合
し
た

団
員
１
２
７
名
は
、
吉
田
常
逸
副
団
長
の
指
揮
の
も
と
、
古

川

村

長

の

検

閲

を

受

け

、
役

場

ま

で

分

列

行

進

を

行

い

ま

し
た

。

会
場
を
役
場
に
移
し
、佐
藤
信
彦
副
団
長
の

指
揮
の
も
と
、
機
械
器
具
点
検
を
行
い
ま
し

た
。杰

尸
鐵
雄
団
長
の
訓
示
、
古
川
村
長
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
団
員
は
災
害
か
ら
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
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２

月

瓦
日
（
火

）
、
喜

久

酔

に

お
い

て

、
蓬

田

村

連
合

自
治

会

の
第
1
4回
通
常

総

会
が

お
こ

な

わ
れ

ま
し

た

。

最

初

に

会

長

の

田

中

嘉

太

郎
（
広

瀬
）
さ

ん

よ

り
挨

拶

が
あ

り

、
議

事

に

入

り

ま

し

た

。

最

後
に

古

川

村

長

よ

り

祝

辞

が

あ

り
、
閉

会

し

ま

し
た

。

平
成
1
9年
度
日
赤
社
員
増
強

社
資
増
収
運
動
推
進
会
議

２

月

２

日

（
金

）
、

ふ

る

さ

と

総

合

セ

ン

タ
ー

に

お

い
て

、

日
赤

社

員

増

強

・

社

資

増

収

運

動

推

進

会

議

が
行

わ

れ

ま

し

た
。

当

日

は

各

地

区

の
協

賛

委

員
3
7
名

が

出

席

し

、
最

初

に

分
区

長

（
古

川
村

長

）

よ

り

挨
拶

が

あ

り

、
続

い

て

坂

本

祐

一

協

賛

委
員

長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
報
告
事
項
と
協
議

事
項
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
目
標
額
の
２
８
５
％
の
達
成
率

で
、
県
下
一
位
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
位
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蓬

田
村
連
合

自
治
会
総
会

h
ｔ
ｔ
ｐ

く

／
ｗ
　
ｗ
ｖ
こ

．

ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
.
　ａ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
　
i
.　ｊ
ｐ

／
ｙ
ｏ
ｍ
ｏ
ｇ

ｉ
ｔ

ａ

／



お 知 ら せ
「
司
法
書
士
に
よ
る
全
国
一

斉

多
重

債
務

１
１

０

番
」

（
無
料
電
話
相
談
）

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
秘
密
厳
守
で
専

門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。
自
己
破
産
・
民
事

再
生
・
債
務
整
理
手
続
に
つ
い
て
、
司
法
書

司
が
直
接
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
下
さ
い
。

電
話
（
代
表
）
番
号
　
0
1
7
1
7
7
7

－

3
0
0
2
（
※
特
設
電
話
番
号
）

相
談
日
時
　

平
成
1
9年
３
月
2
5日
（
日
）

午
前
1
0時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相

談

料

無
料

当
日
、
無
料
面
談
相
談
（
会
場
　

青
森
県
司

法
書
司
会
館
　

青
森
市
長
島
３
１
５
－
1
6

電
話
0
1
7
－

７
７
６
－
8
3
9
8

）
も
開

催
し
ま
す
。

水
道
料
金
値
上
げ

蓬
田
村
簡
易
水
道
使
用
料
金
が
値
上
げ
さ

れ
ま
す
。

平
成
1
9年
４
月
１
日
か
ら
平
成
2
0年
３
月
3
1

日
ま
で
の
使
用
料
金
は
、
基
本
料
金
が
１

１３
に

つ
き
3
0円
値
上
げ
さ
れ
左
記
料
金
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

利
用
者
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
建
設
班
水
道
係
０
1
7

４
1
2

言
使 用 料 （１ ヶ月 にっ き ）

基本水量 基本料金 超酬金(1m3にっ湊) ﾒ十讎

一 般 用 10m3 2,500円 130円 100円

営 農 用 10m3 2,500円 130円 300円

工 業 用 50m3 12,500円 130円 1,000円

臨 時 用 10m3 3,400円 220円 500円

離
婚
時
に
お
け
る

厚
生
年
金
の
分
割

離
婚
し
た
場
合
に
厚
生
年
金
を
分
割
で
き

る
よ
う
に
な
る
「
離
婚
時
の
分
割
制
度
」
が
平

成
1
9年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
基
本
的

な
仕
祖
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
1
9年
４
月
１
日

以
降
に
成
立
し
た
離
婚
で
す
が
、
平
成
1
9年

３
月
3
1日
以
前
の
婚
姻
期
間
も
対
象
に
な
り

ま
す
。
事
実
婚
で
も
、
届
出
に
よ
り
相
手
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
第
三
号
被
保

険
者
期
間
で
あ
れ
ば
年
金
分
割
の
対
象
期
間

に
な
り
ま
す
。

②
離
婚
し
た
場
合
、
結
婚
期
間
中
の
保
険
料

納
付
記
録
（
標
準
報
酬
月
額
・
標
準
賞
与
額
）

を
夫
婦
間
で
分
割
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
分
割
の
割
合
は
、
夫
婦
双
方
の
対
象
期
間

に
お
け
る
保
険
料
納
付
記
録
の
合
計
額
の
上

限
二
分
の
一
で
す
。

④
分
割
割
合
に
つ
い
て
は
夫
婦
間
の
合
意
が

必
要
で
す
。
原
則
、
離
婚
後
二
年
以
内
に
社
会

保
険
事
務
所
に
請
求
し
ま
す
。
も
し
、
合
意
が

ま
と
ま
ら
な
い
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の

求
め
に
よ
り
、
裁
判
所
が
分
割
割
合
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
年
金
分
割
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
本

人
が
受
給
資
格
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
離
婚
後
の
保
険
料
も
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑥
分
割
さ
れ
た
年
金
は
、
夫
の
死
亡
後
も
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例

部
分
）
の
額
の
み
に
反
映
し
、
受
給
資
格
期
間

に
は
反
映
さ
れ
ず
基
礎
年
金
の
額
に
も
影
響

し
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
納
付

の
期
限
を

お
忘
れ
な
く
Ｉ・

○
申
告
所
得
税

平
成
1
9年
３
月
1
5日
（
木
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

平
成
1
9年
４
月
２
日
（
月
）

納
付
の
対
象
と
な
る
方
は
、
納
付
書
を
ご

自
分
で
記
入
の
う
え
、
金
融
機
関
等
又
は
税

務
署
の
窓
口
で
納
付
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
窓
口
で
の
納
付
以
外
に
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

し
と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。

振
替
納
税
は
、
納
め
忘
れ
や
金
融
機
関
に

現
金
を
持
ち
運
ぶ
必
要
が
な
く
、
確
実
・
便

利
・
安
全
で
す
。

情 報 局

平
成
1
8年
分
の
確
定
申
告
と
納
付

の
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。



（
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
）

○
申
告
所
得
税

平
成
1
9年
４
月
2
0日
（
金
）

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

平
成
1
9年
４
月
2
6日
（
木
）

■

ご

注

意

く

だ

さ

い

■
■

納
付
期
限
を
す
ぎ
て
か
ら
納
付
さ
れ
ま
す

と
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
申
告
が
期
限
後
と
な
っ
た
場
合
は
、

振
替
納
税
制
度
・
延
納
制
度
は
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
青
森
税
務
署
管
理
・
徴
収
第
一

部
門
（
０
１
７
－

７
７
６
－

４
２
４
４
）
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
現
物
給
付
化
に

つ
い
て
（
7
0歳
未
満
の
方
も
平
成

1
9年
４
月
か
ら
）

○
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
7
0歳
未

満
の
方
は
、
４
月
か
ら
事
前
に
高
額
療
養
費

の
負
担
区
分
の
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
受
け
、
医
療
機
関
に
提
示
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
一
医
療
機
関
で
の
入
院
に
関
し

て
、

窓
口
で
の

医
療
費
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
方
法

国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
住

民
生
活
課
国
保
係
で
限
度
額
適
用
認
定
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
利
用
方
法

医
療
機
関
窓
口
で
医
療
費
の
支
払
い
の
際

に
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証
を
提
示
し
て
ご
利

用
下
さ
い
。

※
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　

住
民
生
活
課
国
保
係

電
話
２
７
－
2
1
1
1

（
内
線
２
３
８
）

国
家
公
務
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ｉ
種
試

験
及
び
1
1種
試
験
（
い
ず
れ
も
大
学
卒
業
程

度
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

Ｔ

種
試
験
」

受
付
期
間
は
４
月
２
日
（
月
）
か
ら
４
月

９
日
（
月
）
ま
で
で
、（
郵
送
に
よ
り
申
込
む

場
合
は
、
最
終
日
ま
で
の
通
信
日
付
有
効
）
、

第
一
次
試
験
は
４
月
2
9日
（
日
）
に
行
い
ま

す
。

【
Ⅱ
種
試
験
】

受
付
期
間
は
４
月
1
3日
（
金
）
か
ら
４
月

2
4日
（
火
）
ま
で
で
、（
郵
送
に
よ
り
申
込
む

場

合

は

、

最

終

日

ま

で

の

通

信

日

付

有

効

）
、

第

一

次

試

験

は

６

月
1
7

日

（
日

）

に

行

い

ま

す

。

な

お

、

申

込

用

紙

の

請

求

や

受

験

資

格

等

の

詳

し

い

内

容

に

つ

い

て

は

、

人

事

院

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

又

は

左

記

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

問

合

せ

先
　

人

事

院

東

北

事

務

局
　

第

二

課
　

試

験

係

℡

（

０

２

２

）

２

２

１
－
2
0
2
2

人

事

院

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

［
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
／
／ｗ
　ｗ
ｗ
.
ｊ
ｉ
ｎ
ｊ
ｉ
.　ｇ
ｏ
.
　
ｊ
ｐ
／
ｓ
ａ
ｉ
ｙ
ｏ
／
ｓ
ａ
ｉ
ｙ
ｏ
.
　ｈ
ｔ
ｍ

］

■
ご

融
資

額

…
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
匹
万
円
以
内

■
利
　
　
　

率
・：
年
２
・
３
％
（
平
成
1
9年
１
月
１９一
日
現
在
）

■
ご
利
用
い
た
・：
大
学
、
短
大
、
高
校
、
専
修
学
校
等
に
入
学
・
在
学
ま

た

は

海

外

釖
田
昂
す

だ

け

る
方
　
（
６

ヶ
月

以

上
）
さ

れ

る
方

の

保
護

者

で
、
世

帯

の
年
間
年
収
が

9
9
0
万
円
（
事
業
所
得
者
は
一
匹
万
円
）
以
内
の
方

■
お
使
い
み
ち
■：
学
校
納
付
金
、
受
験
に
か
か
っ
た
費
用
、
ア
パ
ー
ト
代
、
教
科
書
代
、
パ
ソ

＝
ン
購
入
費
、
通
学
費
等

■
ご
返
済
期
間
：
山

年
以
内
（
在
学
期
間
中
は
元
金
据
置
が
可
能
）
た
だ
し
母
子
家
庭
、
交
通

遺
児
家
庭
の
方
は
１
年
の
延
長
可
能

■
保
　
　
　

証
・：
（
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
の
利
用
ま
た
は
連
帯
保
証
人

■
ご

相

談
・：
教

育

ロ
ー

ン

コ
ー

ル

セ

ン

タ

ー
0
5
7
0
1
0
0
8
6
5
6

（
ナ

ビ
ダ

イ

ヤ
ル

）

０

３
－
5
3
2
1
1
8
6
5
6

お
問
い
合
わ
せ

国

民

生

活

金

融
公

庫
　

青

森

支

店
（
℡
　
0
1
7

－

７

２

３
－

2
3
3
1

）

〒

０

３

０
－
0
8
6
1
　

青

森

市

長

島
1
1
4
1
2

平
成
1
9
年
度
　
国
民
年
金
保
険
料
　
一
万
四
千
円

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
融
資
制
度
の
概
要

【
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
み
な
さ
ま
へ
】



戸　 籍　 の　 窓　 口

２月受付分

お誕生おめでとうございます

おくやみ申し上げます

工 藤　キ ヌ （中　　沢 ９５歳）

坂 本　増 吉 （中　　沢 ８９歳）

坂 本　タ キ （長　　科 ７２歳）

木 戸 ハチヱ （瀬 辺 地 ７０歳）

２
月
号
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の

で
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

▼
「
お
誕
生
お
め

で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」

伊
瀬
谷
　
隼
く
ん

正
　
　
男

誤
　
　
女

お
詫
び
と
訂
正

題 「　 旅立ち　 」

ろ
く
ね
ん
い
ち
く
み
か
ぜ
ひ
か
な
い
で
げ
ん
き
で
ね
　
１
年

福
井
善
一

あ
ぱ
し
ん
で
て
ん
の
ぐ
に
へ
と
た
ぴ
だ
っ
た
　
　
　
　

２
年

坂
本
翔
太
郎

は
く
ち
ょ
う
は
ど
こ
へ
い
く
か
な
あ
お
い
そ
ら
　
　
　

１
年

倉
谷
南
那

あ
た
ら
し
い
い
ち
ね
ん
せ
い
が
く
る
ん
だ
よ
　
　
　

１
年

越
田
知
帆

わ
た
り
ど
り
お
や
こ
で
た
び
に
で
る
ん
だ
な
　
　
　

３
年

工
藤
光
彦

私
の
ね
白
い
つ
ば
さ
が
開
い
た
よ
　
　
　
　
　
　
　

６
年

細
谷
樹
里

６
年
生
ツ
バ
メ
の
よ
う
に
と
ん
で
ゆ
く
　
　
　
　
　
　

３
年

小
松
愛
可

む
し
ひ
っ
こ
し
す
る
の
ど
こ
へ
ゆ
く
の
お
し
え
て
　
　
　

１
年

高
田
咲

は
く
ち
ょ
う
の
は
ね
は
ま
っ
し
ろ
た
び
だ
つ
ひ
　
　
　

１
年

若
佐
直
音

と
も
だ
ち
が
ひ
っ
こ
し
す
る
よ
か
な
し
い
な
　
　
　
　

２
年

津
島
翔
大

も
７ヽ
ど
う
犬
1
0才
に
な
っ
た
い
ん
た
い
だ
　
　
　
　
　

３
年

奥
村
礼
人

お
も
い
で
を
そ
つ
ぎ
ょ
う
し
き
で
お
も
い
だ
す
　
　
　

４
年

高
田
颯

た
び
だ
ち
だ
す
べ
て
の
ひ
と
に
お
め
で
と
う
　
　
　
　

５
年

川
内
和
希

た
び
だ
ち
だ
わ
く
わ
く
す
る
な

Ｉ
人
た
び
　
　
　
　

３
年

山
舘
柊
也

た
び
だ
ち
は
み
ん
な
の
ね
が
い
か
な
え
ま
す
　
　
　

３
年

小
鹿
玲
菜

じ
ゆ
ん
び
は
も
う
ば
ん
た
ん
だ
さ
あ
い
こ
う
　
　
　

５
年

奥
村
仁
平

ひ
な
た
ち
が
ひ
ろ
い
青
空
に
は
ば
た
く
よ
　
　
　
　

２
年

久
保
田
紅
音

六
年
生
思
い
で
い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う
　
　
　
　
　
　

２
年

清
水
康
耀

た
ん
ぽ
ぽ
は
わ
た
げ
に
な
っ
て
さ
よ
う
な
ら
　
　
　

２
年

小
鹿
有
咲

た
び
だ
つ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
　
　
　

２
年

佐
井
志
織

わ
た
り
ど
り
お
や
と
は
な
れ
て
い
や
じ
や
な
い
　
　
　

３
年

吉
田
小
夏

わ
た
り
鳥
み
ん
な
い
っ
し
よ
に
レ
ツ
ツ
ゴ
ー
　
　
　
　

３
年

福
井
梨

☆
地
位

☆
人
位

●
五
客

○
佳
作

児童川柳

２
月
托
日
（
金
）
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
蓬
田
村
地
域
活
性
化
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
教
授
の
渋
谷
長
生

先
生
が
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
蓬
田
産
ナ

マ
コ
の
特
性
に
つ
い
て
」

を
弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
医
学
博
士
の
吉
田

渉
さ
ん
、「
地
域
産
ナ
マ
コ
の
青
森
市
の
取
り
祖
み

に
つ
い
て
」
を
青
森
市
水
産
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長

の
長
谷
川
清
治
さ
ん
が
研
究
発
表
し
、
久
慈
正
明

（
瀬
辺
地
）
さ
ん
が
視
察
研
修
報
告
。「
団
塊
世
代

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
シ
ビ
ル
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
有
）
代
表
取
締
役
の
阿
部
慎
一
郎

さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
閉
会
し
ま

し
た
。

蓬
田
村
地
域
活
性
化
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

公
一
天
位

３
年
　

清
水
梨
央
さ
ん

き
ょ

う
し

つ
が
ひ
と
つ
ぽ
か
ん
と

あ
い
ち
や
っ
た

1……大 き い 封 筒 が ふ く れ る ほ ど

たくさ ん の句 をあり が とう 。　　 ＝

／｢旅 立 ち｣ と い う 題 と卜｢ 卒 業｣

が頭 の中 でぐ っつ い てい る人 が多

か っ たj: 上 位 に 入 選し た 作品 の卜

よ うに 視野 を 広げ て考 え ると いい

句 がで き ますよ口 ＼　　　　　 ◇

天 位] ご‥現 実 を そ の ま ま 句 に しし

て し ま う すご い 表 現 で す。 悲 卜

し い と か う れ し い な ど と い う‥

感 情 を 書 か な い で こ の よ う に

句 を
■
作 り た い と い つ も 思 っ て

い ま す。:△　　　　　 ＼ ◇ 上卜

地 位= ｹ５゙ ７ ５ で は な く ８ ７ ５し

に な って い ま す が 、 句 に 心 が

ご も っ て い て こ れ は こ れ で い

い 亠　 ｹ∧゙　　 二入　　 ノ ヤ

人 位 こ丁あ ば｣ と い う 津 軽 弁 を

見 事 に 使 っ て い ま す。 大 好 き

な お ば あ ち ゃん は 今 天 国 に い

る ん だ ね。　　　　　　　　 ‥

人口と世帯数

2月28

日

現 在 前月比

総人口 343

9

人 (+9

)
男 1,623 人 (+6

)女 1,816 人 (+3

)世帯数 1,142 戸 (+ 5)

あやか
吉 田　 絢 香

ゆう しん
坂 本 悠 真

しゅん　や
磯 部 峻 也

誠
優　子

真　吾

夕　子

覚

祐　子

女

男

男
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